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carcinoembryonic antigen-related cell adhesion molecule 
（CEACAM） 6に着目し，以下の 2点を解明すること
を目的とした．すなわち ① CEACAM6 および
CEACAM8が相互作用することで，乳癌細胞にどのよ
うな影響を与えているのか ?　② HER2 （Human epi-

































































細胞接着分子である ALCAM （Activated leukocyte cell 














ま ず，HER2 陽 性 乳 癌 培 養 細 胞 株 を 用 い て
CEACAM6がトラスツズマブの効果に与える影響を検
討した．CEACAM6高発現でかつトラスツズマブ感受
性が高い BT-474 および HCC-1419 にて 2 種類の
siRNAを用いて CEACAM6をノックダウンし，トラ
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